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中山広場は、ロシア統治期に策定された放射状道路と複数の広場からなる都市計画の中で、中心

的な位置を占める円形広場として整備されました。広場の直径は 213 メートルで、当初はロシア皇

帝ニコライ２世にちなみ「ニコライエフスカヤ広場」と命名されました。日本統治期には「大広場」

と呼ばれ、周囲には行政機関、金融機関、通信機関などの近代建築が建設されました。日本統治終

了後に現在の「中山広場」と改称され、広場を囲む環状道路と、そこから放射状に延びる 10 本の

街路による都市景観が現在まで維持されています。周辺の歴史的建築群は「大連中山広場近代建築

群」として全国重点文物保護単位に指定されています。 

 

周辺建築物 

【旧・横浜正金銀行大連支店】竣工：1909 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜正金銀行は 1880 年に設立された日本の外国為替専門銀行で、貿易金融や国際決済業務を担

っていました。この建物は大連支店として使用され、日本統治期の旅順・大連地域において為替、



国際金融業務などを行っていました。戦後はソ連極東銀行大連支店として使用され、1951 年に中

国側へ移管されました。現在は中国銀行大連市分行として使用されています。 

 

【旧・関東逓信局】竣工：1925 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関東逓信局は、日本統治期の関東州において郵便、電話、電報などの通信事業を担当した行政機

関でした。1945 年にソ連軍に接収されました。その後、大連郵電局を経て現在でも大連市郵政局と

して使用されています。 

 

【旧・朝鮮銀行大連支店】竣工：1920 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝鮮銀行は日本統治期の朝鮮において通貨発行や金融行政を担った銀行でした。この建物は大連

支店として使用され、戦後は中国工業銀行、大連銀行、関東銀行、東北銀行などが順次入居しまし

た。現在は中国工商銀行中山広場支行として使用されています。 

 



【旧・大連民政署】竣工：1908 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大連民政署は日本統治下の大連で最初に建てられた官庁で 1908 年に竣工しました。民政署は当

時の地方行政、殖産、土木、警察、衛生、租税を担当した行政機関でした。1922 年に新庁舎へと移

転した後は大連警察署として使用されました。1945 年にソ連軍に接収され、その後は中国人民解

放軍や遼寧省対外経済貿易関係機関などが順次入居、現在は遼瀋銀行大連分行として使用されてい

ます。 

 

【旧・大連ヤマトホテル】竣工：1914 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大連ヤマトホテルは、南満州鉄道株式会社が運営したホテルでした。1907 年に開業し、その後の

利用客増加に対応するため、この建物が建設されました。1914 年の竣工後は、宿泊施設として利用

されるとともに、満鉄主催の会議や宴会など各種行事の会場としても使用されました。1945 年以

降はソ連軍関連施設、ソ連国際旅行社、中国国際旅行社大連分社として利用され、1956 年からは

「大連賓館」としてホテル営業を継承してきました。2022年 3月から始まった改修工事は現在(2026

年 8 月)も続いていますが、工事完了後は「大連賓館フェアモントホテル」として営業を行う予定

です。 



 

【旧・大連市役所】竣工：1919 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この建物は日本統治期の大連市役所庁舎として建設されました。戦後は大連人民政府の庁舎とな

り、現在は中国工商銀行大連市分行として使用されています。 

 

【旧・東洋拓殖株式会社】竣工：1936 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東洋拓殖会社は、日本統治下の朝鮮や満州地域で土地開発、不動産事業、農業経営、投資事業を

行った国策会社でした。この建物は同社の大連支店として使用されると同時に、三井銀行など多く

の金融機関も入居しました。現在は交通銀行大連市分行として使用されています。 

 

 



【旧・大清銀行大連支店】竣工：1910 年 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大清銀行は清朝政府が設立した官営の銀行で、紙幣発行や政府金融業務担当していました。この

建物は大連支店として使用され、中華民国成立後の 1913 年に中国銀行大連分行へ改称されました。

戦後は大連市教育局庁舎を経て、現在は中信銀行中山支店として使用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山広場、そして広場を囲む建築群は、それぞれが異なる歴史を持ちながら現在まで受け継がれ

てきました。ぜひ中山広場を訪れ、建築や街並みから大連の歴史に触れてみてください。 

 

 

 



交通アクセス 

▼地下鉄 

 2 号線 中山広場駅下車 B・D 出口(中山広場直結) 

             B1 出口（旧大清銀行・旧横浜正金銀行） 

D1 出口（旧朝鮮銀行・旧関東逓信局・旧横浜正金銀行） 

             B2 出口（旧東洋拓殖㈱・旧大連市役所・旧大連ヤマトホテル） 

             D2 出口（旧大連民政署・旧大連ヤマトホテル） 

▼路線バス 

中山広場停留所より徒歩 3分 

運行路線：7 路、15 路、16 路、19 路、23 路、30 路、40 路、41 路、403 路、405 路、409 路、515

路、506 路、532 路、533 路、701 路、707 路、708 路、710 路、712 路、901 路 


